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研究成果の概要（和文）：本研究では，大学構内の階段とエスカレーターが隣接している場所を

対象に，階段利用の促進を目的としたポスターの掲示が「階段を昇る」という行動に及ぼす効

果を検討する。大学は大学生の在学中および卒業後の望ましい生活習慣の定着に向けた健康教

育の場としての役割が期待されている。本研究は，その方略のひとつとして大学構内における

若年女性を対象とした身体活動促進介入を実施する際の基礎資料を得る目的で実施された。本

研究において，次の 2 点が明らかになった。ひとつ目として，女子大学構内の階段とエスカレ

ーターが隣接した場所を対象に，階段利用を促進することを目的としたポスターを掲示した時

期は，有意に階段を利用する者が増加した。階段利用者は，ベースライン期と比較して，ポス

ター掲示期では 3.3%の増加が認められた。ふたつ目として，ポスターの掲示による階段利用の

促進効果は，ポスター掲示期終了後のフォローアップ期では維持されなかった。本研究により，

階段利用を促進することを目的としたポスターの掲示が「階段を昇る」という行動を増加させ

ることが示唆された。今後は，音楽やアートワークの利用といった，階段を使用する環境を操

作することによる検討を行うことで，さらに行動の定着に向けた身体活動促進の有益な知見が

得られる可能性がある。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the effectiveness of signs in 
encouraging the use of stairs instead of escalators. The use of stairs and adjacent escalators was 
monitored at a women’s university. A baseline period (1 week) was followed by an intervention period 
(1 week) using motivating messages on the signs. Follow-up data were also collected for 1 week after 
the removal of the signs. The authors made 2,635 observations of persons using stairs or an adjacent 
escalator at the university. The results indicated that stairs use significantly increased during the 1 week 
period when a colorful sign encouraging use of stairs was positioned at the stairs vs. escalator choice 
point. This intervention method is effective in encouraging physical activity among the university 
population. 
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１．研究開始当初の背景 
身体活動は，ユネスコのプンタ・デル・エ

ステ宣言（1999）で「身体活動への 1 ドルの
投資は 3.2 ドルの医療費を削減する」とうた
われているように，様々な健康問題の解決に
貢献すると期待されている。そして，身体活
動の促進は，我が国の健康づくり対策（たと
えば，健康日本 21）においても，重点課題の
ひとつとして取り組んでいるところである。
ところが，全国的な調査によると，20 歳代女
性の身体的不活動者は 6 年間で約 1.5 倍の増
加傾向にある（図 1）。一方，20 歳代女性の
定期的運動習慣者の割合を見てみると，
14.1%と男女のすべての年代の中で最も低く，
低レベルのまま過去 10 年間推移している（厚
生労働省，2009）。このような背景から，現
在，若年女性の身体活動を促進させる取り組
みは喫緊の課題であり，特に，身体的に不活
動な若年女性に対する効果的な介入方法が
求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，近年，運動・身体活動分

野で注目を集めている行動変容法（Skinner, 
1953）を応用して，若年女性における活動的
なライフスタイル形成を目指した階段利用
促進の介入効果を検討することである。本研
究では，若年女性の体力向上よりも，身体活
動量の増強に焦点を当てた効果的な階段利
用促進キャンペーンを実施する際の基礎資
料を得ることを目指す。 
 
３．研究の方法 
1．測定場所および介入方法 
測定場所として，近畿圏の女子大学構内にあ
るエスカレーター（昇り）と階段（33 段）が
隣接している連絡橋を選択した。測定場所と
なった大学は，学生数 1 万人規模の女子総合
大学であった。調査対象者は，その連絡橋を
昇り方向に利用する者であった。測定者は 2
名とし，対象者が十分認識可能な階段下付近
から 1 名がエスカレーター利用者を，もう 1
名が階段利用者を測定し，どちらも年齢，性
別および荷物の有無は区別せずに人数のみ
を記録した。 
まず，介入前のベースラインとして１週間に
わたり測定を行った。ベースライン測定終了
後，階段の利用者増加を目的としたポスター
2 枚を，階段付近及び階段の中央に設置し，
１週間同様の測定を実施した。Boutelle et al.
の研究では，ポスターは対象者が階段とエレ
ベーターとの選択を決定するポイント

（decision point）で認識できるように設置さ
れていた。本研究では，Boutelle et al.を参考
に，ポスターは対象者が階段とエスカレータ
ーのどちらかを選択するポイントに至るま
でに，ポスターを認識できる位置に設置した。
ポスターは，階段利用促進を目的としたメッ
セージを用いた。本研究のポスターのメッセ
ージは，介入対象者の多くが女子大学生と予
想されたため，対象者とほぼ同様の年代であ
る女子大学生からアイデアを集め，決定した。
メッセージは「階段を使う人って素敵」「あ
なたの理想のボディラインは階段の向こう
側に」の 2 つを採用した。ポスターは，メッ
セージのイメージに合わせて背景色に青や
薄ピンクを使用し，短いメッセージをピンク
で記して作成した。ポスターの掲示は，昼休
み（12 時分から 13 時 5 分）のみとした。フ
ォローアップ測定として，ポスターの掲示期
間終了後，同様の測定を１週間実施した。測
定頻度は週 4 日，連絡橋の利用者が多いと想
定された平日の火曜日から金曜日の 12 時 20
分から 13 時までの 40 分間であった。 
2．倫理的配慮 
本研究は，臨床研究に関わる倫理性を十分に
考慮し，測定施設の管理者に本研究の実施計
画および作業内容について，許可および同意
を得て実施した。 
3．分析方法 
階段利用促進ポスターの掲示と階段利用者
数との関連を検討するために，クロス集計表
を作成し，χ2 検定を行った。χ2 検定で統計的
に有意な差が認められた場合，各測定時期
（ベースライン，ポスター掲示，およびフォ
ローアップ）における階段利用の人数の偏り
を残差分析で検討した。以上の統計処理には，
SPSS 12.0J for Windows を使用した。 
 
４．研究成果 
 本研究では，階段利用促進ポスターの掲示
と階段利用者数との関連を検討した。表１は，
各測定時期（ベースライン，ポスター掲示，
およびフォローアップ）における階段利用者
数を集計したものである。全測定期間におい
て通行者は計 2,635 名（エスカレーター利用
者 2,494 名，階段利用者 141 名）であった。
エスカレーター利用者の日平均人数は 207.8
名，階段利用者の日平均人数は 11.8 名であっ
た。ベースライン期では計 917 名（エスカレ
ーター利用者 875 名，階段利用者 42 名）が
測定され，ポスター掲示期では計 852 名（エ
スカレーター利用者 789 名，階段利用者 63
名）が測定された。フォローアップ期は計 866



名（エスカレーター利用者 830 名，階段利用
者 36 名）であった。階段使用者数の割合は
ベースライン期では 4.6％，ポスター掲示期
では 7.9％，フォローアップ期では 4.3％であ
った。χ2 検定の結果，人数の偏りは有意であ
った（χ2（2）＝10.54, p<.01）。さらに，残差
分析によると，階段利用者は，ポスター掲示
期が有意に多かった。一方，エスカレーター
利用者は，ポスター掲示期が有意に少なかっ
た。本研究において，次の 2 点が明らかにな
った。ひとつ目として，女子大学構内の階段
とエスカレーターが隣接した場所を対象に，
階段利用を促進することを目的としたポス
ターを掲示した時期は，有意に階段を利用す
る者が増加した。階段利用者は，ベースライ
ン期と比較して，ポスター掲示期では 3.3%の
増加が認められた。ふたつ目として，ポスタ
ーの掲示による階段利用の促進効果は，ポス
ター掲示期終了後のフォローアップ期では
維持されなかった。本研究により，階段利用
を促進することを目的としたポスターの掲
示が「階段を昇る」という行動を増加させる
ことが示唆された。今後は，音楽やアートワ
ークの利用といった，階段を使用する環境を
操作することによる検討を行うことで，さら
に行動の定着に向けた身体活動促進の有益
な知見が得られる可能性がある。 
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